
公益社団法人日本建築家協会 (JIA)

関東甲信越支部 住宅部会

2024 年度 住宅部会総会 次第

*

会場：オンライン（ZOOM）

2024 年 4 月 18 日（木） 18:00～20:40

１． JIA 住宅部会 2024 年度総会 18：00～18：20

1） 第 1号議案 2023年度活動報告

2） 第 2号議案 2023年度収支決算

3） 第 3号議案 2024年度正副部会長、事務局メンバー選任

4） 報告事項

・2024 年度 活動方針

・2024 年度 収支予算

２． 第 6 回住宅部会賞 10 宅選 住宅部会賞 作品レビュー

18：30～19：55

  作品レビュー／受賞プレゼンテーション

３． 事務局ミーティング 20：00～20：40



住宅部会（部会長：久保田恵子）

2023 年度年間テーマを『暮らす・住まうを改めて考える』とし、高齢化社会、多様性、家族

のかたち、シェア、環境など私達を取り巻く社会の中で、住宅はどうあるのが良いのか？町や

人の関わりは？などに取り組みました。

毎月第一木曜日を活動日とし、活動会議、見学会、勉強会や、住宅部会賞の開催、また親睦を

深める忘年会などを行いました。

□第 1 回 住宅部会の日＜4 月 17 日（木）＞

総会・住宅部会賞 2022 受賞者レビュー・

建築家会館大ホール+zoom ミーティング｜担当：関本竜太

・総会

部会約款・規約の改定が行われた。

・住宅部会賞 2022 受賞者作品レビュー

7 人の受賞者による ZOOM を用いたプレゼンが行われました。

□第 2 回 住宅部会の日＜5 月 8 日（月）＞

座談会・ZOOM ミーティング｜13 名参加｜担当：伊藤昭博・久保田恵子

「写真で心地良い場所を語ろう」

心地良い場所・空間の写真を各自提出し、９名がプレゼンをおこなった。終了後の意見交換会

で深堀りをしました。

□第 3 回 住宅部会の日＜6 月 11 日（日）＞

住宅見学会＆レクチャー｜17 名参加｜担当・中村雅子

住宅見学「GROTTA」 椎名英三氏（建築家）椎名英三・祐子建築設計

レクチャー「巨匠たちの住宅」淵上正幸氏 with お酒とおつまみ＠ミュンヘン/吉祥寺

（建築ジャーナリスト・エディター）

静寂と包まれる心地良さ、クロスヴォールトの素晴らしい建築空間体験、そして椎名さんによ

るレクチャーを頂いたあと、場所を移し、淵上さんによる著書「巨匠たちの住宅」レクチャー

＆椎名さんや会場とのクロストークで盛り上がりました。

□第 4 回 住宅部会の日＜7 月 6 日(木)＞

勉強会・建築家クラブ+zoom オンライン配信（OWL）｜15 名参加｜

担当：飯沼竹一・川原聡史

「家族が住むだけじゃないこれからの住宅を考える」

ゲスト：若林拓哉氏（建築家）ウミネコアーキ

3 年ぶりの建築家クラブでのイベント開催でした。

2022 年度住宅部会賞を受賞された飯沼竹一氏設計「金柑の実る住まい」、若林さんのプロジ



ェクトを通してリノベーションの可能性やまちとのつながりや小商いの提案、実家の活用など、

不動産の切り口をテーマに勉強会を行いました。

□第 5 回 住宅部会の日＜7 月 30 日（日）＞

住宅見学会＆レクチャー＆暑気払い｜17 名参加｜担当：佐久間達也・中村高淑・中澤克秀

住宅部会賞 2022 住宅見学会「逗子の住宅」

部会賞を受賞された住宅を実際に体験しよう！と部会メンバーで訪問させていただきました。

自然と一体となったリビングや浴室、建築の構成、光の取り入れ方などとても興味深い建築で

した。

後藤さんの著書「ディティールの建築思考」レクチャーをいただき、なぜこの柱の形状なのか

など、空間を味わいながらのディスカッションとなりました。

美味しい食事と建築で、最高の暑気払いとなりました。

□第 6 回 住宅部会の日＜9 月 7 日（木）＞

公開セミナー・建築家会館大ホール+zoom ウェビナー｜

80 名（16 名会場参加+ウェビナー参加）｜担当：関本竜太・久保田恵子

「住むことをデザインする -フィールドワークからの学びを通して-」

講師：篠原聡子氏（建築家）空間研究所

今年の住宅部会年間テーマ「暮らす・住まうを改めて考える」をみんなで考える回でした。

篠原聡子さんが取り組まれているアジアのフィールドワークを通しての学びや、暮らしとコモ

ンスペースについて、またご自身で建築の設計に加え経営を手掛けられているシェアハウスに

ついてなど、ハードだけでなくソフト面からの考え方や取り組みなどをご紹介いただきました。

□第 7 回 住宅部会の日＜10 月 5 日（金）＞

見学会｜35 名参加｜担当：河辺近・宮島亨

長野バスツアー（和光市駅前 8：00 集合）

「長野に佇む自然と調和した建築を感じる」

訪問建築：おやきファーム 設計監理：遠野未来建築研究所

施工会社：㈲寺島工務店

長野県立美術館 設計監理：㈱プランツアソシエイツ

東山魁夷館   設計監理：谷口吉生

講師：遠野未来氏（建築家）、寺島秀敏氏（施工会社）、宮崎浩氏（建築家）

久しぶりの部会メンバーと遠出となりました。

“おやきファーム”では、施主・設計・施工の三者で良いものをつくりたいという想いと、周辺

の住民や行政、山の地主なども巻き込みながら、形・コスト・工事期間などをクリアしながら

完成にたどり着いたプロセスなどを、設計者・施工者・施主とそれぞれお聞きすることができ



ました。

“長野県立美術館”では、レクチャールームでじっくり解説いただいたあと、建築の見学・解説

をいただき理解が深まりました。屋上広場の正面に善光寺を眺めることができ、新たな気づき

を来訪する人に与えていることに感銘をうけました。

□第 8 回 住宅部会の日＜11 月 2 日（木）＞

勉強会・Zoom ミーティング｜15 人参加｜担当：新井かおり・久保田恵子

「ライフスタイルの変化と家具の役割」

講師：㈱アルフレックスジャパン 稲川達雄氏

会社の歴史や、家具のレイアウト、イタリア建築家と日本の建築家の仕事の仕方や違い、プロ

も足を運ぶミラノサローネについてなどお話し頂きました。その後のオンライン懇親会では、

照明計画や、イタリアの暮らしについての考え方などの話題で大いに盛り上がりました。

□第 9 回 住宅部会の日＜12 月 7 日（木）＞

忘年会・築家会館大ホール｜51 名参加｜担当：事務局

4 年ぶりの忘年会の開催となり、たくさんの部会メンバーと楽しい時間を過ごすことができま

した。協力会員挨拶、新会員紹介、お久しぶりの挨拶、2021 年から 2023 年度の部会活動の

スライド報告、ケータリングの食事に加え、恒例の生ハムも登場しました。

二次会も 20 名を超える参加者で、リアルで会って語り合える有り難さ、楽しさを感じるひと

ときでした。

□第 10 回 住宅部会の日＜1 月 15 日（月）＞

活動会議・建築家クラブ+zoom オンライン配信（OWL）｜10 名参加｜

□第 11 回 住宅部会の日＜2 月 15 日(木)＞

部会賞・建築家クラブ+zoom オンライン配信（OWL）｜24 名参加｜

担当：部会賞 WG 司会・進行：河辺近・中村高淑

「第 6 回住宅部会賞 10 宅選」住宅部会賞 2023 公開選考会（応募案：18 作品）

選考方法 ：オンライン公開選考会にて応募者によるプレゼンテーション

（任意・1 人 2 分以内/代読や動画も可）を経て、住宅部会員による投票（部会員各自 2 票、

および選考委員各 5 票）による得票数にて選出、3 作品は選考委員推薦の個人賞とする

会員内外より計 18 案の力作が提出され、各自 5 分の持ち時間の中でプレゼンテーションが行

われました。今年は会員外からの応募が 4 案ありました。改修の可能性を探る作品、繋がり・

循環など色々な切り口の応募がありました。



□第 12 回 住宅部会の日＜3 月 21 日（木）＞

住宅部会賞・建築家クラブ+zoom オンライン配信（OWL）｜28 人参加｜

担当：部会賞 WG 司会・進行：河辺近・中村高淑

納会・住宅部会賞 2023｜選考結果発表・授賞式

＜受賞者＞（敬称略）

中村 雅子 「K-Flat Hakone」

河辺 近 「山手の家」

椎名 英三 「森 FOREAST」

会田 友朗（新） 「Ten Pillars House」

大島 碧（新） 「多重の家」 10 宅選 住宅部会長（久保田恵子）賞

池田 貴子（新） 「和邇のコート・ハウス」10 宅選 室伏次郎賞

関本 竜太 「巣の家」 10 宅選 今井均賞

選 考 委 員 長:久保田 恵子 / 住宅部会長 (第 44 代)

選 考 委 員 :室 伏 次 郎 / 日本建築家協会・元副会長、住宅部会員

選 考 委 員 :今 井 均 / 日本建築家協会・第 19 代住宅部会長



住宅部会 2023年度 活動内容一覧　

（基本毎月第1木曜日、月曜に変更あり）

開催日 担当 配信方法／開催場所

4 月 総会・住宅部会賞2022｜作品レビューと講評 4月17日 関本  建築家会館大ホール・ZOOMウェビナー

※受賞者によるプレゼンテーション 久保田  18:00～18：30（総）/18：45～20：30

5 月 活動会議 5月8日 伊藤  ZOOMミーティング

座談会『写真で心地良い場所を語ろう』 久保田  18：00～19：00（活）/19：00～20：30

6 月 住宅見学会＆レクチャー 6月11日 中村雅子  見学会：非公開、レクチャー：吉祥寺

　『GROTTA』椎名英三氏設計 -  17：00～18：00（見学）

　『巨匠たちの住宅』レクチャー　淵上正幸氏 -  18：30～20：30（レクチャー）

7 月 活動会議 2024/7/6 -  建築家クラブ・zoomオンライン（OWL)

勉強会『家族が住むだけじゃないこれからの住宅を考える』 飯沼  18:00～18:30（活）/18：30～20：30

 ゲスト：若林拓哉氏 川原

8 月 住宅見学会＆レクチャー＆暑気払い 7月30日 佐久間  逗子

　部会賞2022受賞作品『逗子の家』後藤武 中村高淑  12：00～18：00

9 月 公開セミナー『住むことをデザインする』 9月7日 関本  建築家会館大ホール・ZOOMウェビナー

　講師：篠原聡子氏 久保田  18:30～20:00

10 月 長野日帰りバスツアー 10月5日 河辺  和光市駅-バス-長野-バス-和光市駅

宮島  8：00～19：40

11 月 活動会議 11月2日 -  zoomオンライン

勉強会『ライフスタイルの変化と家具の役割』 新井  18:00～18：45（活）/19：00～20：00

久保田

12 月 忘年会 12月7日 事務局  建築家会館大ホール

中澤  18:30～20:00

1 月 活動会議 1月15日 -  建築家クラブ・ZOOMオンライン（OWL)

-  18:30～20:30

2 月 住宅部会賞2023｜公開選考会 2月15日 部会賞WG  建築家クラブ・ZOOMオンライン（OWL)

中村高淑  18:00～21:00

3 月 活動会議 3月21日 -  建築家クラブ・ZOOMオンライン（OWL)

納会・住宅部会賞2023｜選考結果発表・授賞式 部会賞WG  17：00～17：45（活）/18:00～20:00

2023年度企画案

　講師：㈱アルフレックスジャパン稲川達雄氏

『長野に佇む自然と調和した建築を感じる』
　講師：遠野未来氏、寺島工務店、宮崎浩氏



【第2号議案】 JIA住宅部会 2023年度決算報告書
　(2023.04～2024.03)　2024年3月31日現在

公益社団法人　日本建築家協会　関東甲信越支部　住宅部会
2023年度・第44代・部会長　久保田恵子

収入の部 1 活動費2022年度分 （研）1名 ¥3,000

2 活動費2023年度分 （正・協）38名 半期1名　(研）24名 ¥264,500

3 活動費2024年度分（前納） （正・協）19名 　(研）13名 ¥134,000

4 10月部会の日長野ツアー 参加費徴収 ¥264,476

5 12月部会の日忘年会 参加費徴収 ¥150,000

6 利息雑収入 利息 ¥13

収入合計 ¥815,989

支出の部 1 住宅部会賞2022 賞状・記念品など ¥70,560

2 同上 選考委員交通費（渡辺武信氏） ¥5,000

3 同上 懇親会費補助 ¥31,900

4 6月部会の日（椎名英三氏・淵上正幸
氏）

講師料（淵上正幸氏） ¥20,000

5 同上 見学会スリッパ、手土産等 ¥29,750

6 7月部会の日（株式会社ウミネコアー
キ）

講師料(株式会社ウミネコアーキ） ¥20,000

7 8月部会の日（後藤邸見学） 懇親会費補助 ¥19,973

8 9月部会の日（篠原聡子氏） 講師謝礼（篠原聡子氏） ¥10,000

9 同上 懇親会費補助 ¥18,640

10 10月部会の日（長野ツアー） ツアーバス会社他支払（新国際通信社） ¥257,320

11 同上 保険代立替（損保保険ジャパン） ¥2,480

12 同上 講師謝礼（遠野未来氏） ¥9,979

13 講師謝礼（寺島工務店） ¥11,000

14 講師謝礼（プランツアソシエイツ宮崎浩氏） ¥22,000

15 12月部会の日（忘年会） ケータリング（横浜ケータリングサービス） ¥80,000

16 同上 飲食費、ハム・ビールなど ¥70,495

17 2月部会の日 懇親会費補助 ¥4,010

18 3月部会の日（納会） 建築家クラブ懇親会費 ¥12,765

19 住宅部会賞2023 賞状・記念品など ¥83,341

20 会場使用料（建築家会館大ホール） 4月・9月・12月 ¥57,510

21 講師手土産費 9月 ¥5,038

22 ZOOM１年間契約 ¥22,110

23 弔電 ※（加藤氏は2024年度に計上） ¥0

24 総務経費 消耗品・手数料 ¥14,962

25 雑費 宅配便など ¥8,643

26 税金 源泉徴収分入金（JIA) ¥1,021

27 ＷＥＢ改修費 トップページスクリーン、システム更新 ¥110,000

28 災害ファンド積立金 ¥50,000

29 WEBサイト積立金 ¥50,000

30 50周年事業用積立金 ¥100,000

支出計 ¥1,198,497



収　　支 収入の部-支出の部 ¥-382,508

資産の部 前年度繰越金 ¥1,774,476

（繰越金・積立金） 2023年度収支 ¥-382,508

2023年度災害ファンド積立金 ¥50,000

2023年度WEBサイト積立金 ¥50,000

2023年度50周年事業用積立金 ¥100,000

会計上次年度繰越金 ¥1,591,968

積立金内訳 災害ファンド積立金 2022年度は \400,000 ¥450,000

WEBサイト積立金 2022年度は \200,000 ¥250,000

50周年事業用積立金 2022年度は \100,000 ¥200,000

積立金合計 ¥900,000

実質の次年度繰越金 ¥691,968



2023年度（公社）日本建築家協会関東甲信越支部住宅部会 

監査報告書 

 

  2023 年度、（公社）日本建築家協会関東甲信越支部住宅部会の会計監査にあたり、

収入支出に伴う関係書類及び関係帳簿・関係証票等を慎重に審査した結果、いずれも

正確かつ適正であることを認めます。 

 

 

 

2024年 4月 11日 

（公社）日本建築家協会 関東甲信越支部住宅部会 

部会長 久保田恵子 様 

 

 

 

監 査             中 村 雅 子                    印 



【第 3 号議案】住宅部会2024年度 正副代表及び事務局メンバー選任の件（敬称略）
2024 年 4 月 18 日時点

公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部 住宅部会

2024 年度・第 45 代・代表予定 河辺近

代表 ： 河辺 近

副代表： 久保田恵子

副代表： 慶野正司

会計＋名簿管理＋ＭＬ管理 ： 会計・関本竜太、名簿管理・飯沼竹一、ML 管理・宮島亨

             会計補佐・本杉一磨（研）、アドバイザー/中澤克秀

              

総 務 ：

・ZOOM 予約・ZOOM 管理/CPD 担当

（CPD 申請と当日の参加記録と報告）: 中村雅子、蔵楽友美

・Google フォーム作成 (申込み・アンケート)：鹿志村（研）、関本竜太

・ZOOM アドレス通知＋入室管理(ホスト)  ：久保田恵子、慶野正司、河辺 近

広 報 (イベント告知ほか｜部会 WEB サイト・FB 投稿)

：佐久間達也、小山 光、川原聡史（研）

記 録（イベント記録｜ZOOM 録画、編集、YOUTUBE）

：中村高淑、伊波サチヨ、  アドバイザー/中澤克秀

【ワーキンググループ（ＷＧ）】

住宅部会賞 WG：中村高淑、慶野正司、甘利智明（研）

子ども WG:  市村宏文、宮島亨、中澤克秀

研修旅行 WG： 関本竜太、河辺近

安全防災 WG： 郡山貞子

会友 WG：  中澤克秀、大川直治、飯沼竹一、宮島亨、米田雅夫

福祉住宅 WG:   久保田恵子

【本部／支部 要請委員】

住宅等連携会議：高橋隆博

苦情対応委員会：郡山貞子、河辺近



【報告事項１】 2024 年度 活動方針について

公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部 住宅部会

2024 年度・第 45代・代表予定 河辺 近

■ 2024 年度年間テーマ 『 私の暮らし 』

新型コロナウィルスの蔓延により、住宅部会の活動も 3 年間活動を制約され 2023 年度からようやく、

リアルで集まり見学会やセミナーを開催、活動することができるようになりました。

人と会う、話す、出掛ける、当たり前のことがどんなに大切で幸せなことだったのかと気付きの多い期

間でした。その様な時に、オンラインが一般的に取り入れられたことで、家にいる時間も増え、改めて

暮らしや住まいを見直す機会となりました。

今年度のテーマは「 私の暮らし 」としました。高齢化社会、多様性、家族のかたち、シェア、環境、

住まいを考える上で様々な言葉に囲まれています。最近では能登半島大震災をはじめ多くの災害、天災、

ウイルスの蔓延、SDGs の普及で、自分の暮らす街や住まい方、多くの人々との関わりに関心を寄せて

いると感じます。そこで、暮らすと言うことについて、意見交換や勉強会などを行いたいと思います。

毎年行われている住宅部会賞の発表の場を公共の場で行い、受賞作品訪問をはじめ住まいの見学を通

しての体験型交流や、実務の現場で培かわれた部会員のノウハウを共有する学びの機会も設けて参りま

す。

また今年も 2023 年に引き続き外部にもひらかれたセミナーを企画し、JIA 会員以外の方々とも共有出

来るコンテンツづくりを行い、建築家のつくる住まいや建築の魅力をひろく社会に発信すると共に、JIA

関東甲信越支部住宅部会の活動の魅力を知ってもらう活動を続けて参ります。



【報告事項-2】 住宅部会2024年度　収支予算案

（2024.04～2025.03）　2024年4月18日現在
公益社団法人　日本建築家協会　関東甲信越支部　住宅部会

2024年度・第45代・部会長（候補）　河辺近

A.収入の部
1 活動費2024 81名 正46名　研35名 ¥335,000
2 活動費2024 前納分　29名 正19名　研10名 ¥125,000
3 部会賞参加費 無料（2025年活動費前納のこと） ¥0
4 懇親会費1 参加費徴収 ¥150,000
5 懇親会費2 参加費徴収 ¥100,000
6 利息雑収入 ¥200
収入合計 ¥710,200

B.支出の部
1 住宅部会賞 印刷・賞状・記念品等 ¥90,000
2 部会の日イベント 講師謝礼・会場費・印刷費ほか ¥120,000
3 広報 ¥90,000
4 公益活動WG ¥10,000
5 ZOOM通信費 年間契約 ¥22,200
6 懇親会費 一部補助として ¥93,000
7 遠方交通費 ¥40,000
8 担当者交通費 イベント下見・打合せ交通費 ¥10,000
9 慶弔費 ¥20,000
10 諸経費 会議費・通信費・雑費 ¥15,000
11 災害ファンド積立金 （2023年度は￥50,000） ¥50,000
12 WEBサイト積立金 （2023年度は￥50,000） ¥50,000
13 50周年事業 （2023年度は￥100,000） ¥100,000

支出合計 ¥710,200

収支 A-B（収入の部-支出の部） ¥0

■資産の部（繰越金・積立金）

〇繰越金　 前年度（2023年度）繰越金 （2024/3/31時点） ¥1,591,968
今年度（2024年度）収支見込 ¥0
次年度（2025年度）繰越金見込 ¥1,591,968

〇積立金　 災害ファンド積立金 （2023年度は￥450,000） ¥500,000
WEBサイト積立金 （2023年度は￥250,000） ¥300,000
周年事業用積立金 （2023年度は￥200,000） ¥300,000
積立金合計 ¥1,100,000

実質の次年度繰越金 ¥491,968

※会員3/31現在105人、5名会員増として活動費計算


